「戦争と医の論理」の検証を進める会

設立大会へのメッセージ

皆様それぞれのご尽力に心からの敬意を表します。私は現在、厚生労働省の『薬害肝炎事件の再発防止のための検証委員会』にデータを提供する研究班の分担研究者として、薬害肝炎の被害実態等の研究を行っております。社会における加害・被害行為は、その規模の大小を問わず、その社会的原因を解明し、被害が二度と起きないようにすることが肝要です。『戦争は最大の公害』と言われます。７３１部隊での人体実験など、日本軍の侵略戦争の際に医学関係者が行った非論理的・非人道的行為は、その実態と原因を徹底的に解明・検証されなければなりません。それぞれ各自がいろいろな課題を抱えていますが、力を結集して、目的を達成しましょう。　　
２００９年９月２７日
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